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　南北朝の大明年間（AD　457～64）に建立された大

明寺、その後、法監寺と改称。唐代に入ると、日本

の留学僧が当寺にいた鑑真和上を訪ね、大和渡海の

きっかけをつくった。一中央遙かに見える塔が法浄寺。

全日本仏教会



p
　
，

ノ

’

－
　
で

㌧

紋

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和59年12月1日

釈尊の教：えを現代に生かそう

京
都
大
会

智
恩
院
で
開
く

約
二
百
人
が
参
集
し
て
開
か
れ
た
全
仏
京
都
大
会

藤井会長

　
第
三
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
京
都
大
会

が
、
去
る
十
月
二
十
五
日
、
浄
土
宗
総
本
山
智

恩
院
の
和
順
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
「
釈
尊
の
教
え
を
現
代
に
生
か
そ

う
1
全
一
仏
教
運
動
の
今
日
的
問
題
i
」

を
テ
ー
マ
に
、
約
二
百
人
が
出
席
、
三
つ
の
部

会
で
真
剣
な
討
議
を
行
い
、
実
り
あ
る
大
会
で

あ
っ
た
。

　
　
〈
式
典
〉

　
午
前
九
時
半
、
矢
萩
信
顕
・
事
務
総
長
の
開

会
宣
言
で
幕
を
あ
け
た
大
会
は
、
ま
ず
藤
井
實

磨
・
大
会
総
裁
（
隔
離
会
長
・
浄
土
門
主
）
導

師
の
も
と
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
続
い
て
藤

井
総
裁
式
辞
、
阿
部
慶
昭
・
大
会
長
（
懸
仏
理

事
長
）
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
来
賓
と
し
て
田
名

部
匡
省
・
自
由
民
主
党
文
教
局
長
、
杉
山
令
肇
、

柳
川
覚
治
・
同
局
次
長
が
紹
介
さ
れ
、
田
名
部

代
議
士
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
日
韓
・
数
日

仏
教
交
流
大
会
と
今
大
会
の
た
め
来
日
し
た
韓

国
仏
教
宗
団
協
議
会
の
三
十
数
名
が
紹
介
さ
れ
、

洪
奉
珠
・
大
一
一
一
曹
漢
宗
宗
会
副
議
長
が
挨

拶
し
た
。
式
典
は
こ
の
後
祝
電
披
露
で
終
了
し
、

た
だ
ち
に
基
調
講
演
と
な
っ
た
。

　
松
長
学
長
が
基
調
講
演

　
　
（
基
調
講
演
〉

　
午
前
十
時
二
十
分
か
ら
松
長
有
慶
・
高
野
山

大
学
学
長
が
、
大
会
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
仏
教

が
直
面
し
て
い
る
教
育
、
平
等
、
寺
院
の
活
動

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
約
一
時
間
講
演
し
た
。

　
近
代
科
学
技
術
文
明
の
い
き
づ
ま
り
が
は
っ

き
り
し
て
き
た
今
日
、
人
々
の
目
が
仏
教
に
向

き
は
じ
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
松
長
師
は
、
ま松長学長

ず
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
し
た
。

「
仏
教
は
す
べ
て
の
も
の
を
包
み
こ
み
抱
き
こ

み
な
が
ら
そ
の
中
で
調
和
を
も
っ
て
い
く
思
想

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
お
ち
こ
ぼ
れ
』
は
存
在

し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
み
ん
な
価
値
を
も
っ
て

い
る
θ

　
次
に
平
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
仏
教
に
は

』
切
衆
生
』
と
い
う
す
ば
ら
し
い
思
想
が
あ

る
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
同
じ
い
の

ち
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。
西
洋
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
限
界
を
し
り
、
こ
う
し
た
釈
尊
の
説

か
れ
た
平
等
観
に
視
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
θ

と
強
調
し
た
。
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最
後
に
寺
院
の
活
動
の
問
題
に
つ
い
て
「
僧

侶
は
世
俗
を
捨
て
る
こ
と
が
理
想
と
い
わ
れ
る

が
、
大
乗
仏
教
の
菩
薩
の
精
神
を
思
え
ば
、
も

う
一
度
世
俗
に
還
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
俗
な
る
も
の
の
中
に
あ
っ
て
聖
を
失
し

な
わ
な
い
、
そ
こ
に
社
会
活
動
の
原
点
が
あ
る
P

と
述
べ
、
講
演
を
ま
と
め
た
。

　
　
（
総
会
〉

　
続
い
て
午
前
十
一
時
二
十
分
よ
り
野
田
英
隆
・

総
務
局
長
開
会
の
辞
で
始
ま
っ
た
総
会
は
、
ま

ず
仮
議
長
に
矢
萩
事
務
総
長
を
た
て
、
議
長
団

の
選
出
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
貝
山

宣
泰
・
神
奈
川
県
仏
教
会
会
長
、
副
議
長
に
江

連
俊
則
・
埼
玉
県
仏
教
会
副
会
長
、
橘
感
月
・

岐
阜
県
仏
教
会
理
事
が
選
ば
れ
、
議
長
挨
拶
の

後
、
議
事
を
開
始
し
た
。

　
最
初
に
中
村
昌
之
・
組
織
局
長
が
大
会
幹
事

を
紹
介
し
、
河
野
亮
永
・
幹
事
長
が
挨
拶
を
行

っ
た
。
次
に
中
村
局
長
か
ら
、
議
事
運
営
規
則
・

提
出
意
見
発
題
取
扱
規
則
の
説
明
、
各
部
会
発

題
の
上
程
、
部
会
編
成
説
明
、
ま
た
矢
萩
事
務

総
長
か
ら
全
品
事
務
報
告
が
あ
っ
て
、
午
前
の

総
会
を
終
了
し
た
。

　
昼
食
休
憩
が
あ
り
、
午
後
の
総
会
は
四
時
よ
・

り
開
会
さ
れ
た
。
議
長
挨
拶
が
あ
り
議
事
に
入

っ
た
。
ま
ず
各
部
会
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
塩
入
亮
達
・
宣
言
決
議
文
起
草
委
員
長
か

ら
「
宣
言
決
議
文
」
案
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者

の
拍
手
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
次
に
川
井

匡
俊
・
事
務
次
長
の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
、

た
だ
ち
に
閉
会
式
と
な
っ
た
。

　
　
〈
宗
派
代
表
者
懇
談
会
〉

　
午
前
の
総
会
終
了
後
、
十
一
時
半
か
ら
昼
食

を
兼
ね
て
宗
派
代
表
者
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

藤
井
門
主
を
は
じ
め
各
宗
の
代
表
が
約
五
十
名

出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
磯
山
庶
務
、
川
島
時
局
対
策
の
両

部
長
が
進
行
役
と
な
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
問

題
と
税
務
の
現
況
に
つ
い
て
、
川
井
事
務
次
長
、

川
島
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
懇
談
が
あ
っ
た
。

　
　
（
部
会
V

　
第
一
部
会
は
「
仏
教
の
教
育
観
と
将
来
」
を

テ
ー
マ
に
、
部
会
長
山
田
一
真
、
副
部
会
長
平

里
江
、
助
言
者
若
林
隆
光
、
石
上
善
慮
の
各
戸

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　
石
堂
豊
和
師
（
時
宗
）
が
「
仏
教
の
教
育
観

は
現
下
の
欲
情
文
明
に
い
か
に
対
決
す
る
か
l

l
時
宗
一
遍
上
人
の
教
義
よ
り
心
の
問
題
を
み

つ
め
て
一
」
を
意
見
融
雪
、
仏
教
教
育
の
む

ず
か
し
い
状
況
を
論
じ
た
。
次
に
織
田
隆
弘
師

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）
が
「
将
来
の
教
育
と

仏
教
」
を
意
見
発
令
、
本
当
の
宗
教
を
判
別
す

る
力
が
一
般
に
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
指
摘

し
た
。
参
加
者
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
あ
り
、

全
仏
に
生
涯
教
育
を
考
え
て
い
く
活
動
が
起
こ

さ
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
な
お
、
こ
の
部
会
に
は
朴
畑
詰
・
大
濡
仏
教

天
台
宗
宗
議
会
議
長
が
「
仏
教
の
平
等
思
想
と

現
代
に
お
い
て
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
特
別
意

見
発
表
を
行
っ
た
。

　
洛
東
の
山
々
錦
織
り
な
す
華
頂
山
知
恩
院

に
お
い
て
第
三
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

京
都
大
会
を
開
き
、
全
国
各
地
よ
り
仏
教
各

界
代
表
者
が
集
い
、
わ
れ
わ
れ
の
当
面
し
て

い
る
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
「
釈
尊
の
教
え

を
現
代
に
生
か
そ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に

真
剣
な
意
見
発
表
討
議
が
展
開
さ
れ
、
今
日

の
全
一
仏
教
運
動
の
推
進
す
べ
き
実
践
目
標

を
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。

う
と
し
て
い
る
と
き

の
酒
養
を
無
視
し
、

て
で
あ
る
よ
う
な
考
え
を
排
し
て
、

高
齢
化
社
会
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
全
人
格

的
教
育
を
と
う
し
て
の
福
祉
活
動
・
青
少
年

教
育
を
提
唱
し
、
あ
わ
せ
て
教
化
活
動
に
精

進
す
る
。

　
二
、
釈
尊
の
説
か
れ
た
一
切
平
等
の
思
想

に
お
も
い
を
い
た
し
、
部
落
差
別
．
の
解
消
に

　
　
　
一
、
戦
後
の
混

　
　
乱
費
に
施
行
さ
れ

　
　
た
現
在
の
教
育
制

　
　
度
が
見
直
さ
れ
よ

、
根
底
に
あ
る
宗
教
心

学
校
教
育
が
教
育
の
全

　
　
　
　
　
　
現
今
の

真
摯
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
諸
事
実
に
対
し
積
極
的
に
か
か
わ
る
姿
勢

を
仏
教
徒
と
し
て
う
ち
た
て
、
平
等
社
会
の

実
現
に
遙
進
ず
る
。

　
三
、
寺
院
運
営
・
教
化
活
動
に
あ
た
り
、

公
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
そ
れ
に
あ
た

り
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
本
来
の
特
質
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
不
当
な
干
渉
を
排

除
し
、
宗
教
行
為
の
否
定
に
及
ぶ
恐
れ
の
あ

る
あ
ら
ゆ
る
法
的
関
与
に
対
し
て
反
対
す
る
。

　
右
宣
言
決
議
す
る
。

　
　
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
五
日

第
三
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
京
都
大
会

ゆ
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ゆ
ゆ
ロ
ゆ
コ
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第
二
部
会
は
、
テ
ー
マ
が
「
仏
教
の
平
等
思

想
と
現
況
」
。
蓮
池
瑞
旭
部
会
長
、
村
松
賢
英

副
部
会
長
、
鷲
山
雲
住
、
橘
了
法
両
助
言
者
の

各
師
が
進
行
。
近
藤
覚
玄
師
（
高
野
山
真
言
宗
）

が
「
『
高
尾
の
山
寺
に
三
綱
を
択
び
任
ず
る
の

書
』
に
つ
い
て
」
、
北
角
円
鷹
師
（
天
台
宗
）
が

「
部
落
差
別
の
撤
廃
と
仏
教
徒
の
取
り
組
み
」

を
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
覚
し
た
。

　
近
藤
師
は
、
『
性
霊
集
』
の
問
題
に
も
触
れ
宗

祖
は
差
別
的
意
図
を
も
っ
て
書
い
た
も
の
で
は

な
い
と
強
調
し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
、
し
か

し
「
旛
陀
羅
」
と
い
う
言
葉
が
後
に
大
変
な
過
ち

を
お
か
し
て
い
く
も
と
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

共
通
の
認
識
と
し
た
。
北
角
師
は
、
身
元
調
査

を
こ
と
わ
っ
て
い
こ
う
、
地
域
改
善
対
策
特
別

措
置
法
を
基
本
法
制
定
に
向
け
て
努
力
し
て
い

こ
う
と
提
起
し
た
。
こ
の
基
本
法
制
定
問
題
に
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関
し
て
は
、
全
仏
の
同
和
委
員
が
十
分
討
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
参
加
者
の
熱
心
な
意

見
交
換
が
あ
り
、
本
来
の
僧
に
立
ち
帰
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
第
三
部
会
は
「
仏
教
寺
院
の
公
益
性
と
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
、
部
会
長
花
木
義
光
師
、
副
部
会

長
に
西
島
義
彦
師
、
助
言
者
に
安
武
敏
夫
、
長

谷
川
正
浩
の
両
師
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
鵜

飼
泉
道
師
（
京
都
府
仏
教
会
）
が
「
寺
院
活
動

と
国
家
の
関
与
に
つ
い
て
」
意
見
発
題
し
た
。

古
都
保
存
協
力
税
の
問
題
も
出
さ
れ
、
質
疑
応

答
も
あ
っ
て
、
今
後
宗
教
行
為
の
否
定
に
も
つ

な
が
る
よ
う
な
国
家
の
宗
教
に
対
す
る
関
与
に

反
対
し
て
い
く
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

次
期
開
催
地
は
徳
島
県

　
　
〈
閉
会
式
〉

　
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
閉
会
式
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
阿
部
大
会
長
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

次
期
大
会
開
催
地
の
徳
島
県
が
発
表
さ
れ
、
大

会
旗
が
矢
萩
事
務
総
長
よ
り
安
立
清
雄
・
徳
島

大
会
実
行
委
員
長
に
伝
達
さ
れ
た
。
次
に
、
大

会
参
加
者
を
代
表
し
て
白
川
良
純
・
真
宗
大
谷

派
住
職
（
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
事
務
総
長
）

の
挨
拶
が
あ
り
、
木
辺
宣
慈
・
真
宗
木
辺
派
管

長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
、
中
村
組
織
局
長
閉
会

の
辞
で
、
第
三
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
京

都
大
会
は
、
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

都
道
府
県
仏

代
表
者
会
議
開
く

　
第
三
十
一
回
筆
才
大
会
の
前
日
、
二
十
四
日

午
後
二
時
か
ら
、
京
都
か
ら
す
ま
ホ
テ
ル
を
会

場
に
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

　
杜
多
組
織
部
長
司
会
の
も
と
、
最
初
に
小
西

日
静
・
兵
庫
県
仏
教
会
会
長
（
全
仏
副
会
長
）

が
導
師
と
な
っ
て
三
帰
依
文
を
唱
和
し
た
。
引

き
続
き
矢
萩
旧
領
・
事
務
総
長
挨
拶
の
後
、
江

連
俊
則
・
埼
玉
県
仏
教
会
副
会
長
を
座
長
に
選

出
、
議
事
に
入
っ
た
。

①
税
務
問
題
に
つ
い
て

　
川
島
時
局
対
策
部
長
よ
り
資
料
に
も
と
づ
き
、

最
近
の
税
務
問
題
の
説
明
が
あ
り
、
鵜
飼
泉
道

・
京
都
府
仏
教
会
事
務
局
長
の
古
都
保
存
協
力

税
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

②
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
復
興
に
つ
い
て

　
井
上
国
際
文
化
局
長
な
ら
び
に
田
代
国
際
部

長
か
ら
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

③
同
和
問
題
に
つ
い
て

　
中
村
組
織
局
長
よ
り
、
第
四
回
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
（
W
C
R
P
W
）
に
八
月
二
十
三
日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
出
席
し
、
町
田
差
別
発
言

に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会
の
反
省
と
決
意
が
行

わ
れ
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
四
回
同

和
研
修
会
が
永
平
寺
で
行
わ
れ
百
二
十
名
の
参

加
が
あ
っ
た
事
が
報
告
さ
れ
た
。

④
そ
の
他

　
各
都
道
府
県
代
表
者
よ
り
種
々
意
見
が
あ
り
、

最
後
に
、
金
田
義
幸
・
徳
島
県
仏
教
会
事
務
局

長
よ
り
、
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
四
日
に
郷
土

文
化
会
館
で
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

徳
島
大
会
が
行
わ
れ
る
事
の
報
告
が
あ
っ
た
。

宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
一
回
、
三
百
五
十
名
が
参
集
開
く

会場を埋める参集者

　
日
本
宗
教
連
盟
（
庭
野
日
敬
・
理
事
長
）
は
、

去
る
十
月
三
十
日
、
浄
土
宗
大
本
山
・
増
上
寺

に
お
い
て
「
第
一
回
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
し
た
。
仏
教
、
神
道
、
新
宗
教
、

キ
リ
ス
ト
教
の
外
、
報
道
、
行
政
関
係
な
ど
か

ら
総
計
約
三
百
五
十
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
細
谷
浩
一
郎
・
日
宗
連
事

務
局
長
か
ら
開
催
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
、
次
い

で
庭
野
理
事
長
と
来
賓
の
田
名
部
匡
省
・
衆
議

院
議
員
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
安
武
敏
夫
・
龍
谷

大
学
教
授
の
「
宗
教
と
国
家
の
あ
り
方
に
つ
い

て
一
税
制
面
か
ら
の
検
討
一
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
基
調
講
演
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
宗
教
法
人
の
脱
税
問
題
の
事
例
を
あ
げ
、

意
図
的
に
脱
税
し
て
い
な
く
て
も
、
各
寺
院
で

本
質
的
に
同
様
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か

と
問
い
か
け
た
。
そ
し
て
「
宗
教
法
人
」
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
寺
院
の
”
代
表
”
役
員

だ
か
ら
何
で
も
で
き
る
と
い
う
思
い
違
い
を
し

て
い
る
よ
う
な
、
法
人
に
つ
い
て
の
理
解
不
足

を
指
摘
し
た
。

　
引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、

司
会
に
石
村
耕
治
・
帝
京
大
学
講
師
、
パ
ネ
ラ

ー
に
前
出
の
安
武
先
生
、
伊
藤
治
雄
・
曹
洞
宗

前
宗
務
総
長
、
川
井
匡
俊
・
全
仏
事
務
次
長
、

北
畠
清
泰
・
朝
日
新
聞
論
説
委
員
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
。

　
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
一
言
ず
つ
コ
メ
ン
ト
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
宗
教
法
人
の
経
理
の
公
開
の
問

題
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
「
宗
教
法
人
の
全
て

が
公
開
の
義
務
を
も
つ
こ
と
に
は
反
対
。
巨
大

法
人
は
公
開
性
が
い
い
θ
　
（
伊
藤
師
）
、
「
全
仏

加
盟
七
二
ヵ
寺
中
、
八
○
～
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト

は
公
開
し
て
も
問
題
は
な
い
。
税
務
に
無
知
な

た
め
に
誤
解
が
起
こ
っ
て
い
る
θ
　
（
川
井
師
）
、

「
巨
大
法
人
は
公
開
か
ら
生
ず
る
ト
ラ
ブ
ル
は

少
な
い
が
、
中
小
法
人
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

や
す
い
θ
　
（
安
武
氏
）
、
「
は
じ
め
は
専
門
家
の

知
恵
も
必
要
θ
　
（
北
畠
氏
）
な
ど
の
意
見
が
出

た
。
ま
た
参
加
者
か
ら
「
神
道
、
新
宗
教
、
キ

リ
ス
ト
教
な
ど
の
意
見
も
聞
き
た
か
っ
た
θ
と

い
う
声
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
宗
教
界
が
税
務
の

問
題
に
対
し
、
自
ら
の
手
で
認
識
を
深
め
よ
う

と
し
た
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
来
年
に
予

定
さ
れ
る
第
二
回
の
開
催
が
期
待
さ
れ
る
。
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平
和
と
同
和
の
二
つ
の
問
題
は
基
本
的
に

人
間
に
と
っ
て
“
い
の
ち
”
の
尊
厳
に
係
る

問
題
と
し
て
、
深
く
係
り
あ
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
人
類
は
深
い
悔
恨

と
強
い
誓
約
の
思
い
を
こ
め
て
、
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
の
中
で
、
「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平

和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
う
た
い
あ
げ
た
。

　
こ
と
に
日
本
は
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
戦
争
放
棄
を
憲
法
で
規
定
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
間
に
は
、

戦
争
を
否
定
す
る
決
意
が
し
み
と
お
り
、
永

久
に
非
武
装
の
立
場
を
貫
き
と

お
し
、
平
和
憲
法
の
趣
旨
を
全

世
界
に
訴
え
て
い
く
に
違
い
な

い
と
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
た
か
も

そ
れ
が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う

に
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
況
は
い
っ
た

い
ど
う
な
の
か
。
核
大
国
の
軍

拡
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、

わ
が
日
本
の
周
辺
に
は
驚
異
の
核
兵
器
、

う
何
の
保
証
も
な
い
幻
想
論
に
し
が
み
つ
い

て
軍
拡
に
狂
奔
す
る
米
ソ
両
大
国
と
そ
の
追

随
者
の
す
べ
て
に
向
っ
て
、
は
っ
き
り
も
の

の
い
え
る
の
は
、
宗
教
の
立
場
に
た
つ
も
の

の
み
で
あ
る
。

　
戦
争
を
た
く
ら
む
人
々
は
、
必
ず
も
っ
と

も
ら
し
い
口
実
と
理
屈
を
つ
く
る
が
、
こ
こ

で
は
っ
き
り
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
「
ど

の
よ
う
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
よ
い
戦
争

と
い
う
も
の
は
あ
る
は
ず
が
な
い
し
、
ま
た

ど
ん
な
平
和
で
も
悪
い
平
和
と
い
う
も
の
は

あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
釈
尊
の
言
葉
で

あ
る
。

　
生
命
絶
対
尊
厳
の
立
場
よ
り
、
人
間
の
殺

し
あ
い
で
あ
る
戦
争
を
絶
対
に
否
定
す
る
宗

教
者
は
、
同
時
に
、
人
間
の
世
界
に
み
ら
れ

る
さ
ま
ざ
ま
の
差
別
も
ま
た
、
生
命
の
尊
厳

を
損
う
も
の
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ぎ

り
、
生
き
る
権
利
、
い
の
ち
を
え
ら
び
と
る

権
利
と
と
も
に
、
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
権

利
、
働
く
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
、

誰
も
が
同
じ
よ
う
に
も
つ
て
い
る
。
憲
法
に

は
こ
れ
を
基
本
的
人
権
と
う
た
い
、
「
侵
す
こ

と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
」
と
し
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
こ
れ
を
保
障
し
て
い
る
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡

航
ミ
サ
イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
が
配
備
さ
れ
、

こ
れ
に
対
抗
し
て
、
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
に
は
、

こ
れ
ま
た
怖
る
べ
き
S
S
二
〇
が
火
を
ふ
こ

う
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
米
ソ
の
核
状
況
の
中
で
、
わ
が

国
の
自
衛
隊
は
ま
す
ま
す
増
強
さ
れ
、
軍
備

は
拡
充
さ
れ
て
、
戦
後
日
本
の
最
高
の
念
願

で
あ
っ
た
は
ず
の
戦
争
放
棄
・
非
武
装
の
決

意
は
、
な
に
ほ
ど
も
血
肉
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
い
よ
い
よ
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　
核
兵
器
は
戦
争
の
抑
止
力
だ
、
な
ど
と
い

1
1
平
和
問
題
と
同
和
問
題
の
係
り
1
1

長
谷
川
　
正
徳
　
（
全
仏
同
和
委
員
日
　
蓮
　
宗
）

　
宗
教
者
の
平
和
運
動
の
国
際
連
帯
の
中
か

，
ら
“
い
の
ち
を
え
ら
び
と
る
”
と
い
う
言
葉

が
い
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
核
廃
絶
の
た
め

の
日
米
宗
教
者
の
交
流
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ

の
宗
教
者
は
平
和
を
め
ざ
す
宗
教
者
の
合
言

葉
と
し
て
”
生
存
を
え
ら
ぶ
”
と
い
う
言
葉

を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
宗
教

者
は
法
華
経
の
「
更
賜
寿
命
」
の
言
葉
を
引

い
て
“
い
の
ち
を
え
ら
び
と
る
”
の
言
葉
を

あ
げ
た
。
日
米
双
方
の
宗
教
者
は
こ
の
二
つ

の
合
言
葉
を
認
め
あ
っ
て
、
平
和
運
動
の
国

際
連
帯
を
ま
す
ま
す
強
く
し
ょ
う
と
し
て
い

る
。

こ
ろ
が
現
実
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
現
象

が
あ
る
が
、
中
に
も
部
落
差
別
と
い
う
大
き

な
問
題
が
あ
っ
て
、
い
う
と
こ
ろ
の
同
和
問

題
と
い
う
重
要
な
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い

る
。　
今
日
、
部
落
差
別
の
撤
廃
が
要
求
さ
れ
る

の
は
、
そ
れ
が
部
落
民
の
基
本
的
人
権
を
奪

う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
真
の
人
権
・

自
由
の
解
放
を
求
め
る
も
の
と
し
て
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
的
の
達
成
は
、

す
べ
て
の
人
権
の
自
由
と
平
等
と
平
和
が
守

ら
れ
る
真
の
民
主
的
社
会
の
実
現
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
と
は
地
上
に
お
け

る
「
仏
国
土
の
現
成
」
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、

真
に
差
別
の
な
い
民
主
的
社
会
と
は
仏
国
土

そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
平
和
も
同
和
も
わ
れ
わ
れ
宗
教
者
に
と
っ

て
は
、
い
ず
れ
も
仏
国
土
現
成
に
向
っ
て
の

祈
り
と
精
進
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。
搾
取
な
き
社
会
の
原
理
、
自
由
を
奪
う

特
権
者
な
き
社
会
の
原
理
、
戦
争
を
生
む
こ

と
の
な
い
永
久
平
和
の
世
界
の
原
理
、
そ
れ

は
す
べ
て
仏
国
土
現
成
の
理
念
の
中
に
の
み

あ
り
得
る
。

　
人
間
は
決
し
て
単
に
理
性
的
、
道
徳
的
な

存
在
で
は
な
い
。
故
に
人
間
は
自
己
自
身
の

根
源
的
な
矛
盾
や
限
界
と
い
う
も
の
を
必
ず

自
覚
す
る
に
い
た
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
契
機

と
な
っ
て
、
人
は
自
己
存
在
の
根
底
に
自
己

を
つ
つ
む
絶
対
者
1
1
神
1
1
仏
を
知
る
も
の
と

な
る
。

　
す
べ
て
の
人
間
が
煩
悩
具
足
の
狂
子
（
法

華
経
・
無
量
品
）
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
故

に
こ
そ
、
か
え
っ
て
深
く
本
卦
の
大
慈
に
つ

つ
ま
れ
て
生
き
て
い
る
兄
弟
同
士
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
し
め
ら
れ
る
。

　
戦
い
な
き
世
界
永
久
平
和
と
差
別
な
き
真

の
民
主
的
社
会
は
こ
こ
か
ら
の
み
生
ま
れ
て

く
る
。

　
歴
史
の
必
然
的
転
回
に
お
い
て
宗
教
者
の

果
す
べ
き
役
割
は
真
に
重
い
。

訂
正

お
い
て
、

ま
す
。
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回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川

〔
質
問
〕
国
民
は
す
べ
て
納
税
の
義
務
を
負

っ
て
お
り
、
株
式
会
社
が
法
人
税
を
支
払
っ

て
い
る
よ
う
に
宗
教
法
人
も
公
平
に
税
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ど
う
し
て
宗
教
法
人
に
は
特
別
な
措
置
が
と

ら
れ
税
率
が
低
く
な
っ
た
り
、
登
録
免
許
税

を
払
わ
な
く
て
も
良
い
場
合
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
檀
信
徒
か
ら
質
問
さ
れ
答
え
に
窮

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
素
人
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
お
教
え
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
県
S
住
職
）

〔
回
答
〕
ま
ず
御
理
解
戴
き
た
い
こ
と
は
、

法
人
税
に
つ
い
て
は
宗
教
法
人
だ
け
が
税
金

を
不
課
減
免
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
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う
こ
と
で
す
。
法
人
税
法
上
公
益
法
人
等
が

不
課
減
免
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
法
人
は
、
こ

の
公
益
法
人
等
の
一
つ
と
し
て
こ
の
恩
恵
に

浴
し
て
い
る
に
．
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
宗
教
法
人
が
他
の
公
益
法
人
と

同
様
で
あ
る
と
し
て
も
、
特
別
な
不
課
減
免

の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
の
一
つ
は
公
益
説
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
宗
教
活
動
の
よ
う
な
精
神
的
・
信

仰
的
諸
活
動
は
人
間
の
生
存
に
不
可
欠
で
、

極
め
て
高
い
公
益
性
を
有
す
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
公
益
性
を
有
す
る
多
く
の
活
動
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
仕
事
と
し
て
現
に
お

方
公
共
団
体
が
で
き
な
い
こ
と
を
宗
教
法
人

が
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
右
の
対
価
を
支
払
う
と
い
う

意
味
で
、
宗
教
法
人
に
対
し
税
の
不
課
減
免

を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
二
は
政
教
分
離
説
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
宗
教
法
人
に
課
税
を
す
る
と
、

そ
の
宗
教
法
人
全
体
の
所
得
を
把
握
す
る
た

め
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
税
務
調
査
等
を

通
じ
て
宗
教
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
宗
教
法
人
に
対
す
る
税
の
不

二
減
免
は
宗
教
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
い
け
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
事

実
で
あ
る
と
し
て
も
こ
の
場
合
の
国
や
地
方

宗
教
法
人
の
非
課
税
と
は

こ
な
わ
れ
て
お
り
、
公
益
性
の
高
い
事
業
ほ

ど
国
や
地
方
公
共
団
体
の
仕
事
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
い
か
に

公
共
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
お
こ
な
っ
て
は
い
け
な
い
事
業
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
宗
教
活
動

で
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
が
宗
教
活
動
を

お
こ
な
っ
た
り
か
か
わ
り
を
も
っ
た
り
し
た

こ
と
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
国
民
に
不
幸
を
も

た
ら
し
た
歴
史
的
教
訓
に
学
び
、
多
く
の
国
で

は
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
政
教
分
離
の
制

度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
日
本
も

同
様
で
す
。
と
こ
ろ
で
公
益
説
は
、
国
や
地

公
共
団
体
と
宗
教
と
の
か
か
わ
り
の
程
度
は

極
め
て
弱
い
も
の
で
す
。
宗
教
法
人
に
課
税

す
る
こ
と
か
ら
く
る
国
や
地
方
公
共
団
体
と

宗
教
と
の
か
か
わ
り
の
強
さ
と
比
べ
て
み
る

と
、
前
者
は
無
視
し
て
も
い
い
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
政
教
分
離
の
原
則
を
と
る

わ
が
国
は
、
宗
教
法
人
に
課
税
措
置
を
と
っ

て
国
や
地
方
公
共
団
体
が
宗
教
に
深
く
か
か

わ
り
を
も
っ
こ
と
を
避
け
て
、
不
課
減
免
措

置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
か
か
わ
り
を

な
る
べ
く
弱
く
す
る
こ
と
を
選
択
し
て
い
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
二
つ
の
説
に
反
対
で
、
宗
教
法
人
に

も
課
税
す
べ
し
と
い
う
学
説
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
宗
教
に
公
益
性
が
あ
る
か
と
い
う

宗
教
の
根
本
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
宗
教
法
人
の
所
得
・
収
入

を
す
べ
か
ら
く
社
会
に
還
元
し
て
、
他
か
ら

指
を
さ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
お
わ
か
り
戴
け
ま
し
た
か
。
よ
り
詳
し
く

は
、
本
紙
昭
和
五
十
八
年
五
月
一
日
号
の
「
宗

教
法
人
非
課
税
制
の
根
拠
」
　
（
四
仏
税
務
委

員
羽
生
雅
則
弁
護
士
稿
）
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

ま
た
、
各
地
で
の
講
習
に
も
参
加
さ
れ
る
こ

と
も
理
解
を
深
あ
る
と
思
い
ま
す
。
因
み
に

こ
の
答
え
は
、
去
る
十
月
三
十
一
日
に
芝
・

増
上
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
日
本
宗
教
連
盟
主

催
の
「
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お

け
る
石
村
耕
治
氏
（
帝
京
大
学
法
学
部
講
師
）

の
発
言
を
参
考
に
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　
訂
正

い
て
、

す
。

十
月
号
六
頁
の
本
欄
四
段
目
に
お

く
仮
説
〉
を
〈
仮
令
〉
と
訂
正
し
ま

　
数
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二
・

第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
長

谷
川
先
生
に
よ
る
「
法
律
無
料
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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儀
礼
仏
教
と
心
の
仏
教

　
死
の
看
と
り
に
つ
い
て
関
心
を
呼
ん
で
い

る
。
そ
う
し
た
研
究
の
大
会
が
開
か
れ
る
た

め
、
小
生
も
発
表
す
る
べ
く
「
死
後
観
念
と

死
の
受
容
」
に
つ
い
て
し
ら
べ
る
う
ち
に
、

ど
う
し
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
く
な

り
実
験
的
に
三
百
人
ほ
ど
に
つ
い
て
調
査
を

依
頼
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
回
収
し
た
あ
と
で
、
あ
る
寺

磁
　
讐
臨
戦

繍
モ
W
∴
隔
謙
遜
惣
円
い

獺
鰻
蹴
麓
罠
咳
翫
鞍
置

懸
撒
蓉
警
疑
瓢
毒

　
蕪
鱗
髄
脳
鍵
艦

　
　
　
　
　
　
が
こ
う
し
た
心
の
襲
に
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
外
だ
と

る
研
究
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、

い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
聞
い
て
み
る
と
、
自
分
の
父
と
母

の
葬
儀
の
と
き
に
、
お
寺
さ
ん
の
仕
方
が
遺

族
と
し
て
心
を
き
ず
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
の
同
じ
よ
う
な
お
寺
さ
ん

が
、
死
の
看
と
り
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
を
研
究
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
理

解
で
き
な
い
こ
と
ら
し
い
の
で
あ
る
。

▼
こ
の
人
の
話
し
を
開
い
て
い
て
、
現
代
の

日
本
仏
教
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
痛

感
し
た
。
こ
の
婦
人
は
、
お
寺
を
次
の
よ
う

に
う
け
と
め
て
き
め
て
か
か
っ
て
い
る
。
お

寺
は
葬
儀
儀
礼
に
の
み
関
わ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
人
々
の
具
体
的
苦
悩
に
手
出
し
を
す
る

も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
観
念
で
あ
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
多
く
の
日
本
人
は
仏
教
僧

侶
を
こ
の
よ
う
に
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
、
背
す
じ
が
寒

く
な
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
人
は
父
や
母
の
葬
儀
で
心
が

き
ず
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
お
寺
と
交
渉
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。
お
坊
さ
ま
は
一
方
的
に
も
の
を
言
い
、

対
等
に
口
が
き
け
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
人
格
的

関
わ
り
が
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
不
服
な
の
に
お
寺
さ
ん
の

言
う
と
お
り
に
し
て
、
今
ま
で
根
に
も
つ
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
葬
儀
儀
礼
が
人

間
の
い
の
ち
の
存
在
の
深
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
関
わ
る
こ
と
ゆ
え
に
、
議
論
や
交

渉
と
い
う
人
間
的
作
為
に
な
じ
ま
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。

▼
旧
仏
教
は
、
現
実
に
は
、
儀
礼
に
よ
っ
て

人
間
存
在
に
存
在
感
の
答
え
を
与
え
る
。
し

か
し
、
臨
床
医
学
と
し
て
の
人
間
回
復
の
機

能
が
、
な
じ
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
矛

盾
を
自
覚
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
中
野
東
禅
）

㊥㊥⑨幽㊥

・
㊥
・

　
　
…
『
安
楽
死
の
論
理
と
倫
理
』
　
　
…

　
　
“
　
　
　
　
　
宮
川
俊
行
著
…

　
安
楽
死
に
つ
い
て
は
各
教
団
が
見
解
の
表
明

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
・
医
学
・
社

会
・
経
済
・
宗
教
な
ど
諸
領
域
に
ま
た
が
る
問

題
だ
が
、
本
書
は
倫
理
道
徳
面
を
掘
り
下
げ
よ

う
と
す
る
。
著
者
は
神
学
博
士
だ
が
内
容
は
一

宗
教
に
偏
ら
な
い
。
安
楽
死
に
は
尊
厳
死
・
厭

二
死
・
放
棄
死
・
淘
汰
死
の
思
想
的
理
由
づ
け

が
あ
り
、
実
施
す
る
場
合
も
、
不
作
為
・
作
為

・
結
果
（
安
楽
死
）
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
の

一
つ
一
つ
の
問
題
点
を
論
じ
、
い
の
ち
の
存
在

意
義
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
二
〇
〇
円
）

　
　
…
『
色
即
是
空
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
…

　
　
…
　
　
　
　
山
本
七
平
・
増
原
良
彦
著
…

　
般
若
心
経
は
今
や
大
変
な
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

な
ぜ
な
の
か
、
日
本
人
の
精
神
に
マ
ッ
チ
す
る

も
の
が
あ
る
の
か
。
心
経
の
主
な
語
彙
を
検
討

し
て
い
く
な
か
で
、
仏
教
的
世
界
観
と
「
ヘ
プ

ラ
イ
ー
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
」
と
の
基
本
的
違

い
を
明
確
化
し
、
同
時
に
現
在
の
日
本
の
精
神

的
状
況
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
試
み
た
書
。
そ

の
結
果
、
著
者
は
「
両
極
端
は
一
致
す
る
」
す

く
な
く
と
も
社
会
に
作
用
す
る
面
で
は
奇
妙
に

一
致
す
る
、
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。

　
　
　
（
日
本
経
済
新
聞
社
・
一
〇
〇
〇
円
）

刀
口

窃爾⑲窃窃

　
…
『
円
仁
　
唐
代
中
国
へ
の
旅
』
　
　
　
…

　
”
　
　
　
　
　
E
・
O
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
”

　
…
　
　
　
　
　
一
著
、
田
村
完
遭
難
…

　
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
『
東
方
見
聞
録
』
や
、

玄
装
の
『
大
唐
西
域
記
』
と
並
ぶ
世
界
三
大
旅

行
記
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
『
入
唐
求
法
巡
礼

記
』
の
著
者
円
仁
の
歩
み
を
生
き
生
き
と
跡
づ

け
、
九
世
紀
の
中
国
社
会
の
実
像
に
迫
る
名
著
。

永
く
「
幻
の
名
著
」
と
い
わ
れ
た
書
の
改
訂
版
。

　
　
　
　
　
（
原
書
房
・
予
価
四
八
○
○
円
）

『
正
法
眼
華
l
I
有
時
、
諸
悪
莫
作
を
味
わ
う

一
』
内
山
興
正
著
（
柏
樹
社
・
二
二
〇
〇
円
）

『
親
鶯
聖
人
の
史
跡
と
伝
説
』
和
久
博
隆
著
（
中

山
書
房
・
一
二
〇
〇
円
）
『
法
然
上
人
徒
然
草
』

村
上
鉄
瑞
著
（
ル
ン
ビ
ニ
社
・
二
〇
〇
〇
円
）

『
平
家
物
語
（
若
い
人
へ
の
古
典
案
内
）
』
長
野

嘗
一
著
（
社
会
思
想
社
・
三
六
〇
円
）
　
『
仏
像

の
見
か
た
、
考
え
か
た
』
倉
田
文
作
・
田
辺
三

郎
助
共
著
（
社
会
思
想
社
・
九
八
○
円
）
　
『
長

い
命
の
た
め
に
』
早
瀬
圭
一
著
（
新
潮
社
・
九

五
〇
円
）
　
『
お
じ
い
さ
ん
の
日
和
下
駄
』
永
忠

順
著
（
文
化
出
版
局
・
一
二
〇
〇
円
）

　
　
文
化
専
門
委
貝
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
阿
純
孝
、
中
野
東
禅
、
宝
田
正
道
、
榊
原
帰

逸
、
島
田
喜
久
子
、
久
万
寿
俊
雄
－
推
薦
1
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．
誤

　
機
構
検
討
委
員
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
二
議
案
を
確
認

　
第
七
回
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
は
、
去

る
十
月
三
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
■

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
鎌
原
委
員
長
挨
拶
の

後
、
討
議
に
移
り
、
以
下
の
点
を
確
認
し
た
。

①
昭
和
六
＋
年
一
月
二
＋
九
日
開
催
予
定
の

理
事
会
、
評
議
貝
母
に
お
い
て
答
申
を
提
出
す

る
よ
う
に
審
議
を
進
め
る
。

②
答
申
原
案
骨
子
に
つ
い
て
は
、
ω
限
ら
れ

た
予
算
内
で
の
事
務
総
局
活
性
化
を
前
提
に
次

回
、
再
検
討
す
る
、
㈲
「
事
務
総
長
、
次
長
（
局

長
）
を
理
事
と
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
」
と

い
う
こ
と
に
し
た
、
の
「
事
務
総
局
と
関
西
事

務
局
と
の
組
織
上
の
関
連
に
つ
い
て
、
一
考
を

要
す
る
」
と
い
う
こ
と
と
し
た
。

曹
洞
宗
と
代
議
士
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
事
務
総
長
も
出
席

　
曹
洞
宗
と
曹
洞
宗
信
徒
の
自
民
党
代
議
士
に

よ
る
宗
教
法
人
に
関
す
る
時
局
問
題
を
テ
ー
マ

と
し
た
懇
談
会
が
、
去
る
十
一
月
九
日
午
前
八

時
半
よ
り
自
民
党
本
部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
懇
談
会
の
主
な
内
容
は
、
①
金
融
資
産
収
入

に
対
す
る
課
税
、
②
収
益
事
業
の
範
囲
の
拡
大
、

③
法
人
税
率
の
引
上
げ
、
の
三
点
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
絶
対
納
得
で
き
な
い
こ
と
を
強
調
し
、

自
民
党
の
協
力
を
強
く
依
頼
し
た
。
本
会
か
ら

は
矢
萩
事
務
総
長
が
出
席
し
、
こ
れ
ら
の
主
旨

説
明
に
当
っ
た
。
こ
の
会
は
「
曹
洞
宗
を
囲
む

議
員
懇
談
会
」
と
し
て
、
今
後
と
も
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。

　
全
仏
と
し
て
は
時
局
柄
、
加
盟
宗
派
に
お
い

て
も
同
様
の
懇
談
会
を
積
極
的
に
も
つ
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

全
日
本
仏
教
会
の

囲
碁
大
会

　
　
　
　
　
二
月

全
日
本
仏
教
会
で
は
、

日
本
棋
院
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
盟
団
体
に
所
属
す

る
方
々
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
第
二
回

　
　
仏
教
英
語

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
花
山
勝
友
会
長
）
で

は
、
第
六
回
英
語
に
よ
る
仏
教
研
究
発
表
会

を
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
弁
論
大

会
は
、
日
本
文
化
や
仏
教
と
の
か
か
わ
り
を
、

英
語
で
考
え
発
表
す
る
場
で
あ
り
、
誰
で
も

興
味
あ
る
人
は
参
加
で
き
ま
す
。

　
日
　
　
時
　
昭
和
六
十
年
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
五
時

　
会
　
　
場
　
六
本
木
・
国
際
文
化
会
館

研
究
会
の
発
表
会

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
一
日
発
行

ア

マ

出
場
資
格

　
発
　
　
表

　
間
合
せ
は
、

一
八
〇
二

で

　
　
　
（
山
田
方
）

（
〇
三
－
三
四
ニ
ー
六
六
〇
五
）
。

二
月
開
く

仏
教
ま
た
は
B
本
文
化
と
仏

教
に
関
す
る
も
の
標
題
自
由

特
に
定
め
な
し
（
但
し
外
国

人
出
場
者
は
審
査
の
対
象
外
）

英
語
に
よ
り
七
分
以
内

新
宿
区
西
新
宿
三
一
五
⊥
二

　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会
ま

発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕

　
　
　
、
　
　
刷

全
日
本
仏
教
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
方
は
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
一
一
〒

四
段
）
、
C
（
初
・
二
段
目
、
D
（
初
段
以
下
）
、

E
（
五
級
以
下
）
の
ク
ラ
ス
を
選
ん
で
全
仏
文

化
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
　
時

会
　
　
場

参
加
資
格

参
加
費

競
技
方
法

審
　
　
判

申
込
締
切

昭
和
六
十
年
二
月
八
日
十
時

日
本
棋
院
（
東
京
・
市
が
谷
）

全
山
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

一
万
円
（
懇
親
会
諸
等
を
含
む
）

オ
ー
ル
互
先

坂
田
栄
男
日
本
棋
院
理
事
長

増
淵
辰
子
六
段

昭
和
六
十
年
一
月
二
十
日

　
年
末
年
始
の
事
故
防
止

　
　
　
　
　
警
察
庁
か
ら
要
望
書

　
「
年
末
年
始
に
お
け
る
雑
踏
事
故
の
防
止
に

つ
い
て
」
と
い
う
要
望
書
が
、
十
一
月
九
日
付

け
で
警
察
庁
保
安
部
長
か
ら
全
仏
理
事
長
あ
て

に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
初
詣
、
初
興

行
等
へ
多
数
の
人
出
に
よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
地
元
警
察
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、

事
故
防
止
に
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望

す
る
も
の
で
す
。

…
理
事
会
の
お
知
ら
せ
…

　
全
日
本
仏
教
会
理
事
会
・
評
議
貝
塚
及
び
新

年
懇
親
会
を
、
来
る
昭
和
六
十
年
一
月
二
十
九

日
（
火
）
に
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

し
ま
す
。

　
　
◇
局
内
人
事
◇

庶
務
部
長
　
　
　
磯
山
福
正
　
1
0
・
3
1
　
退
任

一
丁
　
　
　
↓
4

庶
務
部
長
　
　
　
川
島
宏
之
　
1
1
・
1
　
異
動

時
局
対
策
部
長
　
小
山
栄
雅
　
1
1
・
1
　
新
任

美
璽
前
務
｛
局
徽
臨
監
湊

　
　
　
　
　
　
1
（
＋
一
月
）
1

十十十
五三二九八一
日日日日日日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
二
日

二
十
八
日

二
十
九
～
三
十
日

局
内
会
議

法
律
相
談
室

長
谷
寺
勝
又
垣
下
晋
山
式
出
席

ル
ン
ビ
ニ
i
総
務
部
会

同
和
委
貝
会

局
内
会
議

監
事
会

常
務
理
事
会

日
宗
連
理
事
会

法
律
相
談
室

機
構
検
討
委
員
会

　
　
　
同
宗
予
研
協
会
参
加

昭
和
6
0
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
遺
文
、
年
輩
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
　
価
　
六
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－

　
　
　
　
四
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
　
　
「
四
仏
手
帳
係
」
宛

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
1
四

一8一
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